
1

標
は
、
こ
の
夏
に
開
催
予
定
の
生
物
多
様

性
条
約
C
O
P
15
で
の
採
択
に
向
け
て
、

21
の
目
標
が
検
討
中
で
す
。
こ
の
21
目
標

に
対
応
し
た
田
ん
ぼ
に
お
け
る
生
物
多
様

性
・
生
態
系
の
保
全
・
回
復
再
生
、
消
費

者
・
都
市
市
民
と
の
連
携
、
政
府
・
自
治

体
に
よ
る
政
策
・
支
援
制
度
の
充
実
な
ど

22
の
水
田
目
標
2
0
3
0
（
下
表
）
を
設

定
し
、
目
標
達
成
へ
の
行
動
内
容
も
提
案

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
冊
子
「
田
ん

ぼ
の
生
物
・
文
化
多
様
性
2
0
3
0
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
水
田
目
標
2
0
3
0
」

（https://tam
bo10.org/plan

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
で
は
現
地
会
場
51
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
I
U
C
N

−

J
の
道
家
哲
平
氏
か
ら

検
討
中
の
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
と
農
業

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
国
立
環
境
研
究
所

の
西
廣
淳
氏
か
ら
気
候
変
動
や
社
会
的
な

課
題
解
決
へ
の
田
ん
ぼ
の
役
割
に
つ
い
て

の
講
演
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
参
加
者
か
ら

の
田
ん
ぼ
2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
よ
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
集
会
の
様
子
は
田
ん
ぼ

10
年
／
2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（【
報
告
】
田
ん
ぼ
の
生
物
・

文
化
多
様
性
2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
キ

ッ
ク
オ
フ
集
会 https://tam

bo10.org/
archives/1319

）
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

田
ん
ぼ
2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

参
加
登
録
い
た
だ
い
た
方
々
と
一
緒
に

進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ポ
ス
ト

2
0
2
0
目
標
の
決
定
後
に
は
、
田
ん
ぼ

2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
秋
に

開
催
予
定
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
C
O
P
14

の
機
会
に
国
内
外
に
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
を
豊
か
な
生
物
を
育
む
湿
地
と

し
て
未
来
に
つ
な
げ
て
行
こ
う
と
い
う
の

は
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
設
立
の
契
機
と
な

っ
た
C
O
P
10
で
採
択
さ
れ
た
水
田
決
議

に
基
づ
く
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
主
要
な
活

動
の
ひ
と
つ
で
す
。
田
ん
ぼ
10
年
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に

は
、
継
続
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ

ら
に
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
（
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
）
は
、
2
0
2
1

年
12
月
12
日
に
小
山
市
立
中
央
公
民
館
に

お
い
て
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
を
開
催
し
、「
田

ん
ぼ
の
生
物
・
文
化
多
様
性
2
0
3
0

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
略
称
：
田
ん
ぼ

2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

2
0
1
0
年
に
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性

条
約
C
O
P
10
で
生
物
多
様
性
保
全
の
世

界
共
通
と
さ
れ
た
愛
知
目
標
を
田
ん
ぼ
で

達
成
す
る
「
田
ん
ぼ
の
生
物
多
様
性
向
上

10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
愛
知
目
標
の

達
成
年
で
あ
る
2
0
2
0
年
に
区
切
り
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
計
画
し
た
も

の
で
す
。

「
田
ん
ぼ
2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
田
ん
ぼ
を
取
り
巻
く
生
き
も
の
た

ち
は
、
稲
作
農
業
だ
け
で
な
く
地
域
の
社

会
や
文
化
も
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
愛
知
目
標
の
後

継
と
な
る
生
物
多
様
性
条
約
の
ポ
ス
ト

2
0
2
0
目
標
の
実
現
へ
の
道
筋
を
示
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
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田
ん
ぼ
の
生
物
・
文
化
多
様
性
2
0
3
0
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動冊子「田んぼの生物・文化多様

性2030プロジェクト」表紙

■■ 水田目標2030 一覧 ■■

水田目標 内　　容

T.1 流域の生物多様性の向上

T.2 田んぼの生態系の回復・再生と、未来への継承

T.3 田んぼの生物多様性を育む農業システムの管理下への組み込み

T.4 田んぼの生きもの保全・回復

T.5 田んぼの生きものの遺伝的多様性の保全・回復

T.6 人と生きものとの共生

T.7 田んぼの外来生物への対策

T.8 稲作による汚染・環境負荷の低減

T.9 田んぼを通した気候変動対策

T.10 伝統的農法・水管理の再評価と田んぼの生きもの利用促進

T.11 田んぼによる災害被害の低減と回復

T.12 都市環境保全と田んぼとの連携

T.13 地域・風土に適応した品種の開発・保全

T.14 田んぼの生物多様性保全政策の実施

T.15 田んぼの生物多様性保全を推進する企業活動の発展

T.16 市民の価値観・行動の変革による生物多様性を育む農業の主流化

T.17 バイオテクノロジーによる悪影響への対処

T.18 生物多様性を育む農業に有害な補助金の削減・改善

T.19 生物多様性を育む農業支援の確保

T.20 生物多様性を育む農業への地域の伝統・知識・経験の活用

T.21 市民・NGOなどの政策・施策・事業など意思決定への参加の確保

T.22 国内外の組織・機関や団体との協働の推進

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
共
同
代
表
　
金
井
　
裕

田んぼ2030プロジェクト　キックオフ集会（2021年12月12日、小山市）
現地会場参加者



2

建
設
さ
れ
る
「
六
角
牧
場
風
力
発
電
事

業
」
で
す
。
こ
こ
に
は
大
き
な
2
つ
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
こ
の
場

所
は
2
0
1
1
年
3
月
の
東
京
電
力
福

島
第
1
原
発
の
水
素
爆
発
事
故
で
飛
散

し
た
放
射
性
物
質
に
汚
染
し
、
牧
場
と

し
て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
土
地
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
東
北
大
学
は
牧
場
を

除
染
せ
ず
に
事
業
者
へ
貸
し
付
け
、
そ

こ
に
大
型
風
車
群
が
建
設
さ
れ
る
計
画

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
工
事
が
始

ま
れ
ば
、
放
射
性
物
質
が
周
辺
地
へ
流

出
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
意
見
が
、
宮

城
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
査
会
で
、

放
射
性
物
質
の
専
門
家
か
ら
出
て
い
ま

す
。
国
立
大
学
が
遊
休
地
を
大
学
業
務

と
無
関
係
の
第
三
者
へ
貸
し
付
け
て
収

益
を
得
る
こ
と
は
、
2
0
1
7
年
の
法

改
正
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
土

地
を
貸
し
付
け
た
例
は
な
く
極
め
て
異

例
と
文
部
科
学
省
も
認
め
て
お
り
、
東

北
大
学
の
大
学
人
と
し
て
の
倫
理
観
が

厳
し
く
問
わ
れ
る
出
来
事
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
こ
こ
が
ガ
ン
類
の
重

要
な
渡
り
の
経
路
に
な
っ
て
い
る
と
い

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組

む
た
め
に
「
鳴
子
温
泉
郷
の
く
ら
し
と

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
会
」（
な
る
こ
れ

会
）
が
発
足
し
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
構

成
団
体
で
宮
城
県
北
部
を
拠
点
と
す
る
、

N
P
O
田
ん
ぼ
と
日
本
雁
を
保
護
す
る

会
も
こ
れ
に
加
わ
り
、
問
題
解
決
を
め

ざ
す
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
専

門
家
や
地
元
行
政
を
招
い
て
の
勉
強
会
、

地
元
議
会
へ
の
陳
情
を
行
い
、
2
月
16

日
に
は
、
全
計
画
の
白
紙
撤
回

を
求
め
る
反
対
署
名
3
0
9
5

筆
を
村
井
嘉
浩
知
事
宛
て
に
提

出
し
ま
し
た
。
全
国
有
数
の
温

泉
地
に
、
降
っ
て
湧
い
た
大
規

模
開
発
に
対
し
、
常
連
客
か
ら

「
鳴
子
の
風
景
に
癒
や
さ
れ
て
き

た
」「
景
観
を
壊
さ
な
い
で
」
と

い
っ
た
声
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

7
計
画
の
う
ち
、
最
も
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
は
、

東
北
大
学
が
所
有
す
る
牧
場
に

温
泉
と
こ
け
し
で
知
ら
れ
る
宮
城
県

大
崎
市
の
鳴
子
温
泉
郷
周
辺
で
、
4
事

業
者
に
よ
る
7
つ
の
大
規
模
風
力
発
電

建
設
計
画
の
手
続
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
孕は
ら

ん

で
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
そ
の
規
模
の

大
き
さ
で
す
。
高
さ
が
2
0
0
メ
ー
ト

ル
級
の
風
車
が
最
多
で
計
約
1
9
0
基
、

総
出
力
約
65
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
い
う
規

模
で
、
こ
れ
ら
の
大
型
風
車
が
鳴
子
温

泉
を
含
む
宮
城
、
山
形
両
県
の
3
市
3

町
に
ま
た
が
る
山
々
の
稜り
ょ
う
せ
ん線に

林
立
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
東

北
大
学
が
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た

牧
場
地
を
そ
の
ま
ま
事
業
者
に
貸
し
付

け
た
計
画
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
大
規
模
事
業
計
画
に
対
し
て
、

健
康
面
、
安
全
性
、
工
事
に
伴
う
環
境

破
壊
と
放
射
能
汚
染
、
渡
り
鳥
の
ガ
ン
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
な
ど
の
衝
突
事
故
、
お

よ
び
鳴
子
温
泉
郷
の
財
産
で
も
あ
る
美

し
い
風
景
の
破
壊
へ
の
不
安
が
高
ま
り

東北大学の六角牧場方向へ渡るガンの群れ�
（2022年3月5日、撮影：富張菜々子）	

日
本
雁
を
保
護
す
る
会
／
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
理
事
　
呉
地
正
行

う
こ
と
で
す
。
日
本
雁
を
保
護
す
る
会

な
ど
が
企
画
し
、
鳴
子
の
地
元
住
民
が

中
心
と
な
っ
た
渡
り
の
市
民
調
査
を
今

年
度
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
多
数
の
ガ
ン
類
が
渡
り
の
時
に
風

発
の
ブ
レ
ー
ド
（
羽
根
）
と
衝
突
す
る

高
度
で
通
過
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
40
年
か
け
て
絶
滅
か

ら
や
っ
と
復
活
し
た
絶
滅
危
惧
種
の
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
も
多
く
含
ま
れ
る
こ

と
も
わ
か
り
、
生
物
多
様
性
の
点
か
ら

も
そ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

反
対
署
名
は
左
記
の
サ
イ
ト
で
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
署
名
へ
の
ご
協

力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
署
名
サ
イ
ト
》https://w

w
w
.facebook.

com
/ge.naruko/

宮
城
県
の
鳴
子
温
泉
郷
周
辺
に
計
画
中
の

　
　
7
つ
の
大
規
模
風
力
発
電
事
業
の
問
題
点

宮城・鳴子温泉郷で計画が進む「（仮称）六角牧場
風力発電事業」のイメージ図（一般財団法人日本
熊森協会作成・提供）

�鳴子温泉郷周辺で、計画されている7つの大規模風力発電
建設事業

2
0
2
2
年
2
月
16
日
「
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
地
関
係
市
町
村
会
議
」
第

12
回
学
習
・
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
け
れ
ば
、
事
務
局

を
担
う
栃
木
県
に
お
い
て
開
催
す
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
今
年
は

Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
こ
と
で
、
場

所
を
気
に
せ
ず
に
参
加
が
で
き
る
た
め

参
加
率
が
上
が
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

P
C
画
面
上
で
確
認
し
た
参
加
者
数
は

35
名
で
し
た
。

市
町
村
会
議
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
登
録
さ
れ
て
い
る
湿
地
お
よ
び
そ
の

他
の
湿
地
の
適
正
な
管
理
に
関
し
、
市

町
村
間
の
情
報
交
換
お
よ
び
協
力
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の
湿
地

保
全
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
他
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

締
約
国
で
も
、
こ
の
よ
う
な
横
断
的
な

自
治
体
連
携
活
動
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
例
は
な
く
、
日
本
独
特
の
活
動
と
な

っ
て
い
ま
す
。

学
習
・
交
流
会
で
は
、
湿
地
の
ワ
イ

ズ
ユ
ー
ス
の
た
め
の
連
携
を
図
り
、
活

動
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
自

治
体
の
ほ
か
、
N
P
O
、
関
係
団
体
も

参
加
し
て
相
互
に
情
報
交
換
を
す
る
場

を
設
け
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、N
P
O

で
あ
る
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
メ
ン
バ
ー
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
今
回
の
交
流
会
の
テ

ー
マ
で
あ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
で
の
活
動
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
東
京
農
工
大
学
農
学
研
究
院
教

授
の
朝
岡
幸
彦
氏
に
よ
る
話
題
提
供
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
市
町
村
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
が
日
本
国
際

湿
地
保
全
連
合
（
W
I
J
）
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
栃
木
市
、
釧

路
市
、
大
崎
市
の
3
自
治
体
か
ら
取
り

組
み
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
を
挟

ん
だ
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
・
困
っ
た
こ
と
」「
効

果
が
あ
っ
た
活
動
・
実
施
し
た
い
活
動
」

に
つ
い
て
検
討
し
、
班
ご
と
に
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

最
も
印
象
的
だ
っ
た
報
告
は
、
秋
吉

台
の
秋
芳
洞
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
洞

し
た
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
消
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
洞
内
の
ラ
イ
ト
を
、一
定
期
間
、

完
全
に
消
灯
し
た
こ
と
に
よ
り
、
洞
内

の
水
質
や
光
の
影
響
で
繁
茂
す
る
藻
類

な
ど
の
洞
内
環
境
の
重
要
な
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

第
12
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
関
係
市
町
村
会
議

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
事
務
局
長
　
後
藤
尚
味



手法でタコ獲りなどを行っている。コア
ジサシの営巣地でもあり、観察会、成果
の英語発信、デコイ・ワークショップな
どを実施している。現在EAAFPへの参
加を模索中。

■「恩納村のサンゴ礁保全の取り組みにつ
いて」沖縄ダイビングサービスLagoon
池野正一さん

サンゴの植え付けプログラムをダイビ
ング体験の一貫として組み入れている。
砂地に鉄筋を刺し、その先端にサンゴを
植え付けて増やす（ひび建て式養殖）。参
加者には、今サンゴ礁に何が起きている
のかを学んでもらうことから始めている。
国連グリーン・フィンズに準拠。

この記録動画はYoutubeでご覧いただ
けます。https://youtu.be/y8s9uK_hlFA
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東
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
フ

ラ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ロ
シ

ア
政
府
代
表
、ヘ
ラ
シ
ギ
特
別
委
員
会
議

長
の
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
シ
ロ
エ
チ
コ
フ
ス
キ

ー
博
士
が
C
O
V
I
D

−19
に
感
染
、
療

養
の
間
に
癌が
ん

の
た
め
1
月
25
日
、
53
歳

の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
モ
ス
ク

ワ
大
学
地
理
学
部
で
学
び
、
1
9
9
0

年
代
半
ば
か
ら
父
上
を
引
き
継
ぎ
、
ロ

シ
ア
北
極
圏
の
鳥
類
踏
査
を
率
い
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
国
際
的
に
は
ロ
シ
ア
の

鳥
類
専
門
家
と
し
て
、
ま
た
政
府
代
表

と
し
て
二
国
間
渡
り
鳥
会
議
、
北
極
評

議
会
の
作
業
部
会
議
長
な
ど
重
責
を
果

た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
何
度
も
来
日
、

各
地
で
ガ
ン
類
や
ヘ
ラ
シ
ギ
な
ど
に
つ

い
て
講
演
会
や
小
集
会
の
講
師
も
さ
れ

ま
し
た
。
大
き
な
体
と
優
し
い
眼
を
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

エ
フ
ゲ
ニ
ー
は
今
世
紀
に
入
っ
て
ロ

シ
ア
東
端
チ
ュ
コ
ト
半
島
で
ガ
ン
類
と

ヘ
ラ
シ
ギ
に
焦
点
を
当
て
た
踏
査
を
企

画
し
ま
し
た
。
支
援
の
少
な
い
中
、
彼

は
日
本
の
呉
地
、
柏
木
に
声
を
か
け
て

き
ま
し
た
。
日
本
雁
を
保
護
す
る
会
の

呉
地
は
2
0
0
1
年
に
、
宮
城
県
に
渡

っ
て
く
る
マ
ガ
ン
の
繁
殖
地
の
調
査
の

資
金
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
調

査
は
こ
の
資
金
が
原
資
と
な
っ
て
実
施

さ
れ
、
主
な
繁
殖
地
が
チ
ュ
コ
ト
南
部

地
域
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
柏
木
は
、
誰
も
が
減
少
を
感
じ
な

が
ら
具
体
的
な
デ
ー
タ
が
な
い
ヘ
ラ
シ

ギ
の
デ
ー
タ
は
ぜ
ひ
必
要
だ
と
考
え
、

サンゴ礁は世界的に危機に瀕している
状態にあります。毎年3月5日のサンゴの
日前後はサンゴ礁ウイークと呼ばれ、サ
ンゴ礁保全にかかる活動が各地で行われ
ます。ラムネットJでは3月10日に日本
自然保護協会との共催によるオンライン
でのトークリレーを、沖縄県サンゴ礁保
全推進協議会とパタゴニア日本支社から
の後援をいただいて開催しました。（参
加者数62名）

琉球列島の石垣島、久米島、奄美大島
瀬戸内町、泡瀬干潟（沖縄島）、恩納村

（沖縄島）の4つの島、5つの現場をつな
ぎ話題提供をいただきました。

■「僕らの海の守りかた」ユニスク　内藤
明さん

石垣島と西表島の間にある石西礁湖の
サンゴ礁を守るために、地元の人を中核
とした取り組みを実施。漂着した折れサ
ンゴの移植、陸上から流出する赤土を防
止するための植樹、ユース向けの体験型
教育プログラム、そして、独自の技術と
ノウハウを駆使したイルカ・クジラの調
査や流速・流量調査などを行っている。

■「久米島漁協のサンゴ礁保全の取り組み
について」久米島漁協　伊関ありささん
久米島の産業はマグロ漁、モズク養殖、

サンゴ礁ウイークオンラインイベント  2022年トークリレー
ラムネットJ事務局長　後藤尚味

2015年1月ウトナイ湖で。EAAFP
会議を前に

2
0
0
2
年
か
ら
経
団
連
自
然
保
護
助

成
基
金
か
ら
助
成
を
受
け
、
ヘ
ラ
シ
ギ

調
査
の
初
期
の
資
金
源
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
さ
え
で
き
れ
ば
良
い
と
、
水
鳥

減
少
の
主
因
に
日
本
・
韓
国
・
中
国
で

の
開
発
の
影
響
を
挙
げ
る
こ
と
を
渋
る

研
究
者
が
多
く
い
ま
す
。
エ
フ
ゲ
ニ
ー

も
そ
の
よ
う
な
人
か
と
も
当
初
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
柏
木
が
2
0
0
2
〜
3

年
に
実
際
に
チ
ュ
コ
ト
調
査
に
参
加
し
、

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
全
活
動
を
共
に
す

る
中
で
、鳥
た
ち
へ
の
エ
フ
ゲ
ニ
ー
の
愛

を
感
じ
取
り
ま
し
た
。彼
は
、チ
ュ
コ
ト

の
子
ど
も
た
ち
に
パ
チ
ン
コ
で
鳥
を
撃

っ
て
は
い
け
な
い
と
話
し
、
鳥
た
ち
を

守
る
方
法
の
絵
を
描
か
せ
る
啓
発
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
チ
ュ
コ
ト
政

府
へ
も
働
き
か
け
て
ヘ
ラ
シ
ギ
保
護
区

実
現
に
漕こ

ぎ
つ
け
る
な
ど
、
真
剣
に
保

護
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
研
究
者
と
一
緒
に
活
動
で
き
た
こ

と
は
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

エ
フ
ゲ
ニ
ー
と
遺
さ
れ
た
家
族
、
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
そ
し
て
世
界
の

平
和
を
切
に
望
み
ま
す
。

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
理
事
　
柏
木
　
実
／
呉
地
正
行

アーサ養殖などが盛んだが、大雨の後な
ど、大量の赤土が海へ流出し、海の生態
系への影響が大きい。サンゴ再生のため
に漁協で部会を立ち上げ、モニタリング
しながらサンゴ畑を育てている。地元の
若者を対象に体験学習を提供。みんなが
笑っていられる未来のために保全活動を
続けていきたい。

■「瀬戸内町海を守る会の活動について」
瀬戸内町海を守る会　祝　隆之さん

守る会はダイビング事業者から成り、
ダイビングやスノーケリングの船がアンカ
ーを下ろさないで済むように36か所の係
留ブイを設置して、サンゴ礁の保全につな
げている。2001年の安脚場沖のオニヒト
デの大量発生以降、再生の過程をモニタ
リングしている。サンゴに絡まったロープ、
漁網などゴミの撤去活動で集めたゴミ量
は2トン車にいっぱいになる。ごみ処理
費用は水産観光課が負担してくれている。

■「泡瀬干潟を次世代に継承する取り組み
について」沖縄国際大学　砂川かおり
さん

泡瀬干潟は沖縄の東側の中城湾にあり、
海草が豊かな場所であったが、人工島の
建設により環境の変化が起こった。干潟
を知ってもらうため、潮干狩りや伝統的

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
シ
ロ
エ
チ
コ
フ
ス
キ
ー
さ
ん
を
悼
む

報告

写真：小橋川共男
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。

入会申込方法
●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンライン
での入会も可能です。http://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォー
ム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、ペイパルを
使ってオンラインで決済することも可能です（クレジットカードも使用できます）。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から）�ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員

総会での議決権が
あります

総会での議決権が
ありません

一　般 1口� 5,000円 1口� 2,000円

団　体 1口� 10,000円 1口� 10,000円

特　別 50,000円 以上 30,000円 以上

企　業 − 1口� 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

●
世
界
湿
地
の
日
に
日
韓
N
G
O
の
共
同

声
明
を
発
表
　
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
2
月

2
日
の
世
界
湿
地
の
日
に
、
韓
国
湿
地

N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
同
で
「
世
界

湿
地
の
日
に
全
て
の
湿
地
の
十
全
な
保
護

を
求
め
る
共
同
声
明
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
に
開
催
し
た
日
韓
N
G
O
湿
地

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
日
韓
に
お
い
て
重
要
な

湿
地
や
そ
の
周
辺
で
開
発
行
為
が
続
い
て

い
る
状
況
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回

の
声
明
で
は
日
韓
両
政
府
に
対
し
、
ポ
ス

ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み
に
沿
っ

た
湿
地
保
全
政
策
の
実
施
な
ど
を
求
め
て

い
ま
す
。
声
明
文
は
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.ram
net-j.

org/2022/02/inform
ation/5283.

htm
l

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
吉
野
川
河
口
み
ら
い
講
座
　
ラ
ム
ネ
ッ

ト
J
で
は
、
と
く
し
ま
自
然
観
察
の
会
と

の
共
催
で
「
吉
野
川
河
口
み
ら
い
講
座
」

を
連
続
し
て
開
催
中
で
す
。
こ
れ
ま
で
1

月
22
日
と
3
月
12
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
、
南
港
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

の
和
田
太
一
さ
ん
に
吉
野
川
河
口
に
お
け

る
底
生
生
物
や
渡
り
鳥
の
生
息
状
況
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

録
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
「
吉
野
川
河
口
み
ら
い
講
座
」
で

検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
5
月
に
第
3

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「“
宝
の
海
”を
再
び
！
」

諫
早
湾
干
拓
や
有
明
海
再
生
の
問
題
を
テ

ー
マ
に
し
た
日
本
環
境
会
議
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
4
月
16
日（
土
）13
時
30
分

か
ら
、
福
岡
県
弁
護
士
会
館
2
階
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

視
聴
で
き
ま
す
。
参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム
：

https://bit.ly/3tjfYdl

（
短
縮
U
R
L
）

湿地のグリーンウェイブ2022の開幕を告げるイベント
をオンラインで開催します。ぜひご参加ください。
●日　　時：2022年4月2日（土）18:00 〜 20:00
●参加方法：オンライン（Zoom）
　　　　　　※要事前登録（参加費無料）
●参加登録：�以下のウェブフォームよりお申し込みくだ

さい。https://bit.ly/35MJGhW
●プログラム
・�基調講演「世界湿地概況（GWO）2021と日本の湿地
の現状（仮題）」講師：小林聡史氏（釧路公立大学教授）
・�全国各地の湿地自慢：湿地のグリーンウェイブ2022
登録団体による湿地や保全活動の紹介
●お問い合わせ：ラムネットJ　info ramnet-j.org

ラムネットJは4月から新年度となります。会員の皆さ
まには2022年度の年会費の納入をお願いします。会員
種別ごとの金額、振込先などは下の入会案内にあります。
会員の方にはこのニュースレターとともに郵便振替用紙
（払込取扱票）をお送りしましたのでご利用ください。

皆
さ
ま
の
近
く
の
湿
地
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
に
く
い
状
況
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
に
続
き
今

年
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
登
録
団
体
の
活
動

紹
介
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
関
す
る
記
事

な
ど
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
団

体
の
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
湿
地
の
グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
イ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.ram

net-j.org/gw
/

）
に
随
時
、

最
新
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

　
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
は
生
物
多
様

性
条
約
事
務
局
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
は

じ
ま
っ
た
生
物
多
様
性
を
向
上
さ
せ
る
国

際
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
を
あ
ら
ゆ
る
湿
地
で
広
げ
る
た
め
に
、

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
毎
年
5
月
22
日
の

「
国
際
生
物
多
様
性
の
日
」
を
中
心
に
、

「
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
と
し
て

独
自
に
参
加
団
体
を
募
っ
て
湿
地
保
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

2
0
2
2
」
と
し
て
、
4
月
か
ら
8
月
に

か
け
て
、
自
然
観
察
会
、
田
植
え
、
清
掃

活
動
、
外
来
生
物
の
駆
除
、
学
習
会
な
ど

の
登
録
イ
ベ
ン
ト
が
全
国
各
地
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
4

月
2
日
に
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

2
0
2
2
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
（
左
欄
参
照
）。

湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
2
2
開
催
!

水
の
つ
な
が
り
、
命
の
つ
な
が
り
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

湿地のグリーンウェイブ
2022のリーフレット

2022年度ラムネットJ会費納入のお願い

湿地のグリーンウェイブ2022 
キックオフミーティング
〜今年もやっぱり湿地自慢〜


